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　時期は 2010年 7月から 9月で、対象は南関東の公立小中学校で、小学校教諭 324名（男性 94名、女性 230
名；養護 14名、管理職 20名を含む）、中学校教諭 363名（男性 203名、女性 160名；養護 14名、管理職 10
名を含む）、合計 687名の協力を得た。なお、校長の許可を得て全教職員に行ったものは小学校 17校 298名
（回収率 64.5%）、中学校 12校 329名（回収率 83.5%）の計 627名であり、知人教師に依頼したものは小学校 3
校 26名、中学校 5校 34名の計 60名であった。
　協力者にはアンケートの依頼と目的の説明、プライバシーを厳守することなどを添えた個別記入形式の質問
紙を配布し、回収封筒にて回収を行った。なお、本研究は法政大学大学院人間社会研究科倫理審査委員会の承

















































































































校 110名，中学校 105名）と 20年までの中堅群（同 102名，114名）、そして 21年以上のベテラン群（同 100
名，135名）の 3群で比較した（表 3）。しかし、小中ともにバーンアウト 3因子での有意な差はみられなかっ
た。このことは初任群が上手く対応していることと、各年代でそれぞれの悩み事があるためと思われる。












で女性教諭が 11時間 5分、中学校男性教諭が 11時間 5分で女性教諭が 10時間 31分で、全体の平均は 10時
間 59分であった。そして、この時間は文科省の平成 18年度教員勤務実態調査（9月期、小中平均）の 10時






















































①初任 (5 年未満 )
②中堅 (6 ～ 20 年 )
③ベテラン（21年以上）
①初任 (5 年未満 )















































































































































　土曜日の勤務時間の回答者は 332名（小学校 29.4%、中学校 65.8%）で、平均は 5時間 58分であった。勤
務時間を 3群に分け比較を行ったところ、小中男女ともバーンアウト度に差は見られなかった。
　日曜日の勤務時間の回答者は 267名（小学校 20.0%、中学校 56.1%）で、平均は 6時間 6分であった。3群
の比較では中学校男性教諭の＜情緒的消耗＞でのみ差が見られ、≪日勤多群≫が他の 2群よりバーンアウト度





　持帰り仕事の平均時間は小学校男性教諭が 1時間 4分で女性教諭が 1時間 3分、中学校男性教諭が 49分で
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101 
8.90， F（2，192）＝ 5.04，ともに p＜ .001）。そして女性教諭は＜情緒的消耗＞で≪持帰り多群≫が≪持帰り
少群≫より、また＜達成感の後退＞で≪持帰り少群≫が他の 2群よりもバーンアウト度が有意に高かった（F































































































































































































































































曜日 :r＝ .777，ともに p＜ .001）および持帰りの仕事（平日と土曜日 :r＝ .203、平日と日曜日 :r＝ .346、土
曜日と日曜日 :r＝ .551，ともに p＜ .001）ともに個々に有意な正の相関（r＝ .54，p＜ .001）を示し、勤務






ト度が有意に高かった（F（2，88）＝ 4.37， F（2，222）＝ 3.72，ともに p＜ .05）。そして、中学校では男性
教諭の＜情緒的消耗＞で≪睡眠少群≫が他の 2群より、＜達成感の後退＞で≪睡眠多群≫が他の 2群よりもバ





















































































































































































































88）＝ 4.56，p＜ .05、小女 : F（2，222）＝ 10.91，p＜ .001、中男 :F（2，197）＝ 20.75，p＜ .001、中女 : F
（2，154）＝ 7.15，p＜ .01）。さらに中学女性教諭は＜脱人格化＞で≪不足群≫が≪満足群≫よりもバーンア



















































































































































































































た。その結果、3因子とも有意な群間差が見られた（健康 :F（4，678）＝ 419.74、余暇充実 :F（4，678）＝
401.25、食事 :F（4，678）＝ 153.25、ともに p＜ .001）。これを基に 5群の傾向をつかみ、日常生活スタイル
とした。5群の特徴は、≪余暇低群≫は平均的ではあるが余暇が低かった。≪健全群≫はすべてが良好であっ
た。≪健康低群≫は健康認知が低く、余暇も低調であった。≪余暇高群≫は健康認知が低くても、余暇が充実





男性教諭では≪健康低群≫が 3因子とも有意に悪かった（脱人格 :F（4，83）＝ 3.86，p＜ .01、達成感 :F（4，
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